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２０１３年度 Vol.１ 

 環境情報活動センターでは 

年間33回の環境学習講座を開催 
（2012年度実績） 

家庭にある余り布や、もう着な 

くなった衣類を裂いてオリジナ

ルの「ぞうり」を作りました。 

限りある資源をリサイクルする

ことで、物を大切にする心や、

創作する楽しさを多くの方々に

学んでいただく講座です。 

2日間の連続講座で一足のぞうり

を完成させました。 

 初日の作業はぞうり本体をつ

ま先から18㎝までを編みまし

た。最初の出だし部分をクリアすれば、あとは手つ

きも滑らかです。 

 2日目は鼻緒と前緒を

付けます。鼻緒は、縄あ

み鼻緒、三つ編み鼻緒、

ソフト鼻緒の3タイプが

ありますが、本講座で作

るのはソフト鼻緒です。

皆さん、近くの方々と協 

力して完成までの作業を楽しんでおられました。 

 参加者からは、「前々から興 

味があり、念願叶ってやっと     

当選しました。完成まで体験で

きて感激もひとしおです」との

声が聞かれました。 

「ぞうり」ができ、友達もでき 

て、ハッピーで充実した2日間

となったようです。 

さき布から「ぞうり」を作ろう 
4月28・29日 

講師 ぞうり研究家 宮嶋清司氏 

牛乳パックで作る 

「紙とんぼ」と「びっくり箱」  ５月６日 
講師 子供向けﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催団体代表 水野さゆり氏 

 牛乳パックなどの飲料用の紙パックは、間伐材や

加工時に出る余った部分を原料として作られていま

す。飲料用紙パックがしっかりとリサイクルされて

いることを学んだ後、紙パックを使って[びっくり

箱]と[紙とんぼ]作りに

挑戦しました。 

【びっくり箱】 

 写真の様に紙パック

をカットし、輪ゴムを

付けた数枚の紙パック片を箱の

中に入れます。 

箱のふたを開くと･･･ 紙パック

片が勢いよく飛び出るので、顔

を近づけないよう注意して行い

ました。 

【紙とんぼ】 

 紙パックの胴の部分から、とんぼの羽根となる

2.5cm×9cmの紙片2枚をカットします。ストローの端

に切り込みを入れ、紙片2枚を差し込んで‘ホチキ

ス’で留め、左写真のように羽根を曲げます。さて

飛ばしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 教室の中はみんなの明るい声でいっぱいでした。 
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前半は種まきから苗 

の植え付けまで、講師 

の昨年の観察記録（右 

写真）、育成環境、適 

温、用土、肥料等の詳 

しい解説があり、後半 

は実習でした。 

 参加者には種の植え

付け鉢としてプラスチック製のトレーと紙製のエコ

鉢が配られました。紙製のエコ鉢は鉢のまま移植で

き、環境にやさしいすぐれものです。 

種はゴーヤと朝顔の二種類が配られました。ゴーヤ

の種はとても硬いので発芽しやすくするため、種の

尖った方を爪切りなどでカットします。種は切った

方を上にして入れ、土をかぶせます。 

 

紙のプレートに日付を入れて差し込み、たっぷりと

水遣りをしました。本日の実習はここまでです。 

 家に持ち帰り本葉が2～4枚揃ったら本植えです。

プランターに鉢底石、赤玉土、培養土の順に入れ、

苗を植え付け、水をたっぷり与えます。 

 40日ほどでツルが伸び出し、添え木が必要になり

ます。（左写真）  

 設置場所が高層住宅の場合は人工授粉の必要があ

ります。バルコニーでの花芽への授粉作業は危険も

伴いますので、十分注意しましょう。 

 今年こそ緑のカーテンを作ろう 
５月１２日 

講師 しながわ区民公園管理事務所長 丸山均氏 

 しながわ中央公園を

メイン会場として 
 しながわ 

 ＥＣＯフェスティバル2013 

 が開催されました。 

 濱野区長の

挨拶の後、資

源リサイクル

活動等を推進

してきた２５

団体に対し、感謝状と記念品が贈呈されました。 

●ステージアトラクション 

 恒例のス

テージアト

ラクョンは

今年も健在

です。 

各種のアト

ラクション

が、観客の

盛んな喝采

を浴びてい

ました。 

 

●くらしを守る青空市 

 品川区消費者団体連絡会 

主催による青空市では、

「新鮮なもの 安全なもの 

を即売！」の のぼりが、 

野菜や果物を求めるお客さ 

んを呼んでいました。 

●ごみ、資源回収 

 回収容器の準備ができま 

した。使った人(お客さん) 

や高校生のみなさんの協力 

により、きれいに分別回収 

されていました。 

●再生園芸土の無料配布 

 及び不用園芸土の回収 

 このコーナーも大人気で

した。用意した再生園芸土

800袋は、午後早くになく

なりました。 

●「エコな車」乗車体験 

 次世代エコカー「燃料電池車」(写真右)の乗車体

験をしました。聞こえる音はタイヤと道路の摩擦音

とエアコンの音だけでした。 

電気自動車（写真左）もそうですね。 
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生物多様性って･･･ 

 生き物がたくさんいることでしょうか？ 

 色々な生き物がいることでしょうか？ 

 これから４連載で生物の多様性をなぜ守らなければ

ならないのかについてお話しします。 

 生物多様性を守る国際的な取り決めを書いた条約と

して、生物多様性条約があります。生物多様性条約に

は、次のように書いてあります。 

「‘生物の多様性’とは、すべての生物（陸上生態

系、海洋その他の水界(すいかい)生態系、これらが複

合した生態系、その他生息又は生育の場のいかんを問

わない）の間の変異性をいうものとし、種内の多様

性、種間の多様性及び生態系の多様性を含む。 」 

「色々な種類がいること」とか「数多くの生き物がい

ること」など一言も書いてありません。条約の文章は

難解ですが、キーワードは「変異性」です。 

 三省堂の大辞林では、「同種の生物の個体間にみら

れる形質の相違。普通、環境変異などの非遺伝的変異

と、遺伝的な突然変異に大別する。」とあります。 

例えば、同じ種類の植物

でも咲いている場所に

よって花の色が違った

り、同じ種類の生き物で

あっても遺伝的に離れて

いることがあります。 

 

   

  

最近ではＤＮＡの研究が進んでいます。写真は、ニホ

ンヤマネです。日本には一種類しか生息していませ

ん。最近の研究では、６つの異なった遺伝子のグルー

プがあり、特に九州のニホンヤマネは、日本列島が作

られていく早い段階で枝分かれしています。（下図）

九州の特異的な環境の中で育ち、生き残ってきた生き

物なのです。 

 このように同じ種類でも遺伝子の系統が違っている

ことを遺伝子の多様性と言います。 

同じ種類と思っ 

ていても遺伝的 

に異なっている 

ことも多く、安 

易に移動しては 

いけません。 

ニホンヤマネは 

森の中に棲んで 

いる生き物なの 

で、森林の伐採 

などによる生息 

場所の破壊の影 

響で絶滅の恐れ 

が高い生き物な 

のです。 

 

  

草刈秀紀氏 

 （「野生生物と社会」学会フォーラム誌編集委員） 

生物多様性って ? 

 前半は「育エネ・省エ 

ネ」についての講義がクイ 

ズを交えて行われ、後半は 

グループに分かれて節電に 

ついて活発な情報交換、意 

見交換がありました。 

 「育エネ」とは、まだあ 

まり馴染みのないことば

で、ことばの意味とともにその取り組みの具体的な

方法をお話いただき、省エネについては家庭ででき

る省エネの知恵を教えていただきました。知ると知

らないとでは大違い！ 講座を聴いて得した気分に

なりました。 

  

 講師から、太陽光発電をはじめとして自宅で行っ

ている「育エネ・省エネ」について、数値を交えた

説明があり、受講者の皆さんは体験を共有すること

ができました。また今後実行できそうな行動のヒン

トにもなりました。 

更に、実用的な育エネ・省エネ情報について、最新

の動向を踏まえた紹介もあり、熱心に受講して頂い

た皆さんにとって、実り多い

２時間だったと思います。 

 講座では、太陽光で発電 

した電気を貯めたリチウム 

イオン電池がパソコンとプ 

ロジェクターの電源として 

使われました。まさにグリー

ン電力の講座ですね。                                              

私にも始められる育エネ･省エネ生活 
５月１９日 

講師 家庭の省エネエキスパート 林彰一氏 
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本紙は古紙を配合した用紙で作成しています 

環境情報活動センター 夏の講座ご案内 

①②共通 対象／小学生(3年生以下は保護者同伴) 

 

①生きもの博士になろう！ 

 自然とのふれ合いから生き

ものについて学び、エコな作 

品作りに取り組みます。 

日時／7月21日,28日,29日 

   (13時30分～15時30分)      

②キッチンからはじめるエコロジー 
 地球にやさしい旬の料理をつくろう！ 

 身近な食を通して、楽し 

みながら環境について学び 

ます。買物・調理・後片付 

けなど、すべての内容で環 

境に配慮した料理の作り方 

を学びます。 

日時／8月7日,8日,9日(14時～16時) 

 夏休みこども環境学習講座     
写真は昨年開講時の写真 

参考写真 

●間伐材を使って 

   楽しい工作をしよう 
（小学1～3年と保護者) 

 自分で作った「世界で一

つだけの積み木」を使って 

ゲームを楽しみます。 

日時／8月11日(日) 

   14時～16時 

 

 

 

 

 

●段ボールおもしろ教室    
 ～子ども用のイスを作ろう 

（小学生と保護者）  

  段ボールについてのクイ

ズ遊びやイス作りを楽しみ

ます。 

日時／8月23日(金) 

   14時～16時 

 

 

「五反田綺麗にし隊」（清泉女子大学）は、五反

田駅周辺や駅前の植え込み、タクシー乗り場のごみ

拾いを定期的に行っています。 

 清掃活動を通して地域との交流を図りながら、ご

みを捨てない街づくりを目指しています。綺麗で住

みよい五反田の街を地域の方たちと共に作っていき

たいと考えています。 

 昨年の「社会貢献活 

動しながわ」で出会っ 

た他の地域のグループ 

と、ボランティア清掃 

活動を通じた交流も 

行っています。  

 

  

  

 

 環境情報活動センターでは、

現在「区民環境記者」を募集し 

ています。 

 花の開花情報、地域の環境イ 

ベント情報など、身近な環境情 

報をメールなどでお寄せくださ 

る方を区民環境記者として登録します。いただいた

記事や写真は環境情報活動センターのホームページ

などに掲載します。区内在住、在勤、在学で環境に

興味のある方のご応募をお待ちしています。 

 詳細は環境情報活動センターまで 

  E-mail：center@shinagawa-eco.jp 

  TEL：03-5742-6533 

区民環境記者募集中 

●環境自由研究フェア（小学生） 
 環境に関する本を参考に自由研究に取り組んだり、

実験道具を使って体験学習ができます。 

日時／8月18日（日）10時～16時（時間内、自由に） 

場所／環境情報活動センター セミナールーム 
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２０１３年度 Vol.２ 

①みる、きく、さわる･･･！ 五感で自然遊び 

 葉っぱの形の違いを観察し、さわったり、ニオイを

かぎ分けたりして

それぞれの特徴を

学びました。 

公園で摘ませてい

ただいたハーブ 

(ローズマリー)を使って石けんを作りました。 

②遊んで発見！植物の魅力 

 公園の葉っぱを観察し、植物探しのビンゴゲームを

行いました。植物について楽しく学ぶとともに、葉っ

ぱのスタンプ

でエコバック

作りをしまし

た。 

③生きものに挑戦！ 

 アリは、食べ物を巣に運ぶときなどは、ニオイをも

とに移動します。アリのようにニオイをもとに目的地

に移動するゲーム

を行いました。 

葉っぱや小枝を

使って昆虫カード

を作りました。  

 

生きもの博士になろう 7月2１,2８,２９日 

（環境情報活動センター、しながわ中央公園） 

講師：NPO法人生態教育ｾﾝﾀｰ 佐藤真人氏、河野慶子氏 

キッチンからはじめるエコロジー 
地球にやさしい旬の料理をつくろう！  
 8月７,８,９日（きゅりあん調理講習室） 

    指導：東京ガス株式会社中央支店 

       ｴｺ･ｸｯｷﾝｸﾞｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰのみなさん 

 講師による「買物→料理→片付け」に至る一連の

流れと調理の際のエコポイントについての説明の

後、早速調理にかかりました。 

今日の料理は、 

＜おやき＞＜カラフルベジ

スープ＞ ＜焼きおにぎり＞ 

＜ミルキーいちご白玉＞の４

品と盛りだくさんでした。 
 

調理の際のエコポイントをおさらいしましょう。 

・旬の食材を買う･無駄なく使う･生ゴミを濡らさな

い･ガスの火はナベ底をはみ出さない･ナベ蓋をす

る・チラシをごみ入れとして使用する・汚れた皿は

古布で拭いてから洗う･････ 

       小学生が夏休みに 

環境をテーマとした勉強と実験、工作 
を楽しみました 

今年も 

環境自由研究フェア開催（小学生と保護者）8月18日  

 

   夏休みの自由研究の参考にな 

 る本やセンター保有の実験器具、 

 過去の講座での製作物を紹介。 

 実際に手で触れて頂きました。 

    

    空気砲、雲発生実験器や

ペットボトルでの雲作り、不思議

な噴水、牛乳パックで作った

びっくり箱などが興味を持たれ

ていました。 



 

Page 2 

平成25年6～９月 

 ＬＥＤ照明について学んだ 

後、 ＬＥＤ電球やシーリング 

ライトのお得度の計算をした 

り、ＬＥＤキーホルダーを小 

さな十字ドライバーを使って 

分解しました。またＬＥＤ照 

明への切り替えのポイントと 

注意、そのタイミングについて知ることができ、大

変参考になったとの声がありました。 

  電気を作ること 

の大変さを手回し発 

電機で体験した後、

簡易モーター作りに 

挑戦しました。実験 

や工作を通して電気 

の大切さを学び、節電を考えるきっかけになったと

思います。  

 身近にある自然の観察につ

いて学びました。樹木一本で 

も季節や、一日のうちでの時 

間のずれで、別の光景を見つ 

けることができます。 

植物の「花が咲く→実る→ 

芽を出す」という経過も、観察の要素です。 

 つる植物を使って、五感で観察する方法を体験し

リポートの書き方も教わりました。  

 今後のエネルギー源 

のあり方が大きな問題と 

なっている昨今、期待さ 

れる新しいエネルギーと 

その実現に向けての難し 

さ、その一方で明るい見 

通しなど、分かり易く 

お話して頂きました。 

知って得するＬＥＤ照明を使ってみよう 

（一般）6月16日 

ＬＥＤ照明推進協議会広報委員長 小宮章利氏  

手回し発電機での発電実験と簡易モーター作り 

（小学生と保護者）6月23日 

クリーンエネルギー江東･事務局長 山下浩三氏 

夏休みに向けて「自然に親しむ」達人になろう 

（小学生と保護者）6月30日 

環境省環境カウンセラー  倉田智子氏 

新エネルギーの現状と今後 （一般）7月7日 

日本国際戦略問題研究所所長 津田慶治氏 

 昭和シェル石油㈱ 

雪国型メガソーラ―発電所 

上の皿に注いだ水が下のペット 

ボトルの中へ落ちると、下のペッ 

トボトル内の空気圧が、ゴム管を

通り上のペットボトルへ伝わり、 

その圧力で上のペットボトルの水 

が噴き出す仕組みです。噴き出し 

た水は皿に落ち、また下のペット 

ボトルへ流れるので、噴水が出続 

ける…というわけです。 

森と動物と私たちの間に 

は深いかかわりがあること 

や、適度に木を切ること 

（間伐）の必要性を学んだ 

後、のこぎりを使って木を

切りました。 

積み木を使ったゲームをグ

ループに分かれて行い、大いに盛り上がりまし

た。帰りには積み木のプレゼントもありました。 

 段ボールのリサイクル率は 

なんと98%、リサイクルの優等 

生ですね。段ボールの特徴・ 

作り方についてクイズを交え 

て学びました。 

また段ボールを組み立てて 

おもちゃ箱にもなる椅子やカ 

バンを作りました。  

 雲って何? どうしてで 

きるか? 台風とは? どう

して日本に向かってくる

のかなど、日頃の疑問が

解けました。また地球温

暖化との関係を学ぶとと

もに、その最新情報も聞

きました。 

牛乳パックとペットボトルを使って不思議な噴

水を作ろう   （小学生と保護者）7月14日 

蔵前理科教室ふしぎ不思議 小林正延氏 

間伐材を使って楽しい工作をしよう 

（小学生低学年と保護者）8月11日 

㈱樹楽製作所マネジャー 佐々木重孝氏 

段ボールおもしろ教室 

（小学生と保護者）8月23日 

レンゴー㈱包装技術部 牧内隆文氏、岸広幸氏 

台風と地球温暖化    （一般）９月８日 

気象予報士 大島正幸氏 
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 様々な生きものは、地球の大きな胎動の中で多様な

変化にさらされながら、培われてきました。地域で育

まれた生きものと生きもののつながりは、様々な変化

に対して、その関係が「変われる力」をもっているこ

とを意味します。 

 前号で生物多様性の変異性が大事なことを書きまし

たが、変異性の英語は"variability"で、これは‘vary(変

わる)＋ability(力を持つ)’という言葉となります。 

 「変われる力」を持ったいろいろな種類がいること

を「種の多様性が高い」と言います。 

「種」とは、そこに含まれる個体としか遺伝子を自由

に交換しない「繁殖上の単位」です。同じ種の個体は

その形、体色、習性、行動など独自の特徴を保ってい

ます。種の祖先を同じくしながらも、長い時間の経過

の中でさまざまな偶然に遭遇し、他の生きものと食

う・食われるの関係や種内の競争や共生、寄生などの

関わりによって、その

姿形、生き方を変化さ

せ、分かれたかけがい

のないものなのです。 

 

 

静岡県天城湯ヶ島町 

荒原の棚田 

日本の棚田百選より 

http://www.tamano.or.jp/usr/sumiyosi/sub10.html 

  

 

 

 世界には、様々な動物・植物が生息・生育していま

す。現在、未知のものも含めると約3,000万種の生物が

地球上に存在していると言われています。 

ちょっとイメージするのが難しいので、身近な田んぼ

を見てみましょう。「田んぼの生物多様性指標・企画

委員会」の調査結果によれば、田んぼには5,668種もの

生きものがいるというのです。特に多かったのは植物

の2,075種、そして昆虫の1,726種でした。 

 様々な生きものの織りなす田んぼは「変われる力」

を保っているアジアの代表的な種の多様性が高い地域

なのです。伝統的な知恵や伝承によって受け継がれた

田畑や棚田は、現在「環太平洋戦略的経済連携協定

(TPP)」の脅威にさらされています。第一次産業が衰

退すると言うことは、日本の種の多様性が損失するこ

とにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県大崎市田尻の蕪栗沼のマガン 

http://blogs.yahoo.co.jp/oshinon777/1170039.html 

 

   草刈秀紀氏 

 （「野生生物と社会」学会フォーラム誌編集委員） 

生物多様性って 何? 
種の多様性とは 

 私たちのグループ‘リメイク絆’は、「箪笥の肥

やし」になっている洋服、着物等を利用してコート

やバッグなどを作っています。 

「箪笥の肥やし」

は思いのほか多く

あり、いずれも父

母や祖父母の思い

出がいっぱい詰

まった品物です。皆様方のお家にもあると思います

が、いかがでしょう？そのままにしておくのはもっ

たいない、そんな気持ちが私たちをこの活動に駆り

立てました。「捨てないで、生れ変って、また役に

立つ」を活動テーマとして、３年前に12人の仲間で

活動を始め、今では30人以上にメンバーが増え、毎

週１回集まって制作を楽しんでいます。 

 作品の一例をご紹介します。 

◍ 和服や洋服などの衣類（私たちが着ているものは

いずれもリメイクしたものです） 

◍ バッグ、帽子、小物類など 

 活動を始めて３年になりま

すが、これまでに作った品数

は数百点にも及んでいます。

これらの作品をバザー等で販

売し、収益金から制作にかかった最低限の材料費を

引いた金額を、昨

年と今年、東日本

大震災の被災地に

寄付しました。         

私たちの活動紹介 古布の七変化～洋服から小物まで～ 
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講座の名称、開催日、内容などはいずれも

予定です。応募方法等については「広報し

ながわ」や品川区環境情報活動センターの

ホームページに掲載します。 
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本紙は、古紙を配合した用紙で作成しています。 

品川区環境情報活動センター 講座ご案内 

  ５月１２日に開催した講座「今年こそ緑のカーテンを作ろう」で

は、講座の前半に育成環境、適温、用土、肥料等の解説を、後半

は種を蒔くところまでの実習で、実際の緑のカーテン作りは各家

庭で行っていただくという講座でした。 

講座を受講された横地様から、緑のカーテンの写真とともに、出

来栄えをお知らせ頂きました。 

『葉っぱが小さ目で隙間がたくさんありますが、なかなか上手に

できたと思います。朝顔の花もきれいだし、小さいですがゴーヤ

も収穫できるようになりました。初ゴーヤは昨日サラダにしてお

いしく頂きました。夏本番、どちらもまだまだ楽しめそうです。 

講座に参加できてよかったです。ありがとうございました。』 

●世界の巨木を訪ねて知る自然の神秘 

（中学生以上・一般) 

 写真の中で世界を旅しながら、

森林と人や生き物とのかかわりの

不思議を感じていただきます。 

日時／10月26日(土)14時～16時 

講師／吉田繁氏（写真家） 

●どんぐりカレンダーを作ろう（小学生と保護者)  

 どんぐりを利用して、カレン 

ダーを作ります。お気に入りの 

布や木の切れ端で自分だけの楽 

しい作品に仕上げます。 

日時／11月10日(日)14時～16時 

講師／門倉誠氏、池上景子氏 

   (㈱アズビル教育担当) 

●ＬＥＤの灯籠（とうろう）作り 

（中学生以上・一般) 

 灯籠の枠は段ボール、8つの面は画用

紙、灯りはＬＥＤです。また家庭のエコ

な照明についての工夫もご紹介します。      

日時／11月16日(土)14時～16時 

講師／小野文義氏、辻本喜律氏（東京サラヤ㈱） 

●富士山の大自然を守ろう 

（小学生高学年以上・一般) 

 世界文化遺産に登録された富士山には世 

界から人が集まります。富士山の美しい姿 

を写真を通して見ながら、環境を守るため 

に、私たちに出来ることを考えます。  

日時／11月24日(日)14時～16時 

講師／外川英樹氏（写真家） 

●ゴムのおもしろ実験（小学生と保護者)  

 「環境に優しい」とも言われているゴム 

の木についてのお話と、輪ゴムやゴム風船 

などを使って楽しい実験をします。 
 お湯をかけると上下するペットボトル 

日時／12月1日(日)14時～16時 

講師／久保利加子氏 
((独)科学技術振興機構：理科大好きボランティア講師) 

●端切れ布で作るクリスマスリース 

（中学生以上・一般)  

 新聞で作った台に布の端切れを 

詰め込んで世界にひとつのクリス 

マスリースを作ります。  

日時／12月8日(日)14時～16時 

講師／竹中信子氏（リサイクルアート作家） 

●【園芸講座】正月の寄せ植え 

（中学生以上・一般)  

 植物の魅力、特徴、育成を解説し、

梅に笹、ヤブコウジなど季節の草花を 

添えて、お正月の寄せ植えをします。 

日時／12月13日(金)13時半～15時半 

講師／金子興一氏（山草会会員） 
 

★平成26年１～３月の講座 
・エコ素材で‘バスボム’（入浴剤）を作ろう（2月） 

・江戸時代の仏像～エコに徹した仏像づくり/話（2月） 

・【園芸講座】春の寄せ植え（３月） 

・気象予報士から学ぼう（3月） 

緑のカーテンで猛暑の夏を乗り切りました 



 

  

 
 11月に延べ8日間、福島県の原発

事故被災地を回りました。行った主

な所は、会津若松市門田町米農家、

福島市笹木野梨農家、福島市松川町

「かーちゃんの力・プロジェクト協

議会」、南相馬市小高区米農家、相

馬郡飯館村、双葉郡富岡町などで、

お伝えしたいのは以下の3つです。 

①事故の影響は今も強く、多くの 

人々の苦しみが事故当時と変わら 

ず続いている。 

②事故が地域や友人、 

親子、夫婦の繋がりを 

ずたずたに壊してし 

まった。 

③そうした中で、コ 

ミュニティの再生に向 

けた、福島で生きてい 

くための努力が少しずつですが、確

かなものになってきている。 

  福島市や郡山市でも 

 日常の放射線量は東京 

 の10倍。飯館村や富 

 岡町などでは、東京 

の100倍の所もあり、人どころか鳥

も虫もいない、木が枯れてきた所

もありました。 

 福島県の今は、私たちの生活や

自然・環境への向き合い方を不断

に問いかけています。多くの方が

福島県を訪れ、これから何十年に

わたって災禍が続く福島を忘れな

いでほしいと思います。 
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２０１３年度 Vol.３ 

 環境記者８名の出席の 

もとで開催されました。 

環境記者の皆さんの環境 

に対する関心や取り組み 

は様々で、お互い新鮮な 

話に耳を傾けました。 

 

環境情報活動センター

のLEDの講座でお話す

ることになっています

が、LEDを購入する際

の注意点などをお話し

たいと思っています。 

（辻本さん） 

今年の夏は猛暑日が 

多く長い夏でした 

が、ゴーヤが育って 

見事な緑のカーテン 

になり、暑さを和ら 

げてくれました。 

（志賀さん）  

国道沿いの植込みや公園の美

化に興味を持っています。 

所轄や管理の違いでスムーズ

にいっていない面があるよう

です。地域で団結して良い方

向に持って行けないものかと

思います。 （西川さん） 

39年間京浜運河を観て来 

て、外海から直接東京湾 

奥に流れ込む海の道があ 

り、近年では運河の水は 

きれいになっている感じ 

です。（青野さん） 

東品川にある交通公園の近くで「歩き

タバコはやめましょう」の声掛け運動

をしていらっしゃる男性にお話を伺い

ました。「喫煙マナーの向上と地域美

化にご協力を」のお願いを繰り返し、

携帯灰皿を配布することもあるとのこ

とです。（海さん）  

 住宅街でハクビシン 

に遭遇しました。空 

き家に住みついたり 

しているようです。 

環境変化により動物 

の行動も変化し、外 

来種であるハクビシ 

ンが夜な夜な出没す 

る世の中になりまし 

た。（中西さん）  

「花交差点の仲間たち」で南大井2丁目

歩道花壇の植替えをしました。半年に

一度植込みをして、次回の植込みをす

る半年後までいかにしてもたせるか工

夫をしています。（真壁さん）  

 今年の酷暑のせいか、花壇の花や葉がずいぶん 

と痛みました。いつもなら観察できるアゲハ蝶 

の幼虫を観る時期が遅くなりました。年々気候 

の変化が大きくなっているのではないかと思い 

ます。（小野さん） 

第22回環境記者情報交換会（平成25年11月1日） 

環境記者を募集しています 
詳細は環境情報活動センターへ 

TEL：03-5742-6533 

HP：http://shinagawa-eco.jp/ 

福島県の被災地、被災者の今 

環境記者活躍中 

（新居﨑さん） 

 

 

 

 

 

 



 

緑化隊 
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 大井町の緑化の専門家で、家庭の 

植木の枝落としや伐採、屋上や壁面 

緑化のメンテナンスを行っており、

屋上で育てた野菜の収穫時期にはイ 

モ堀りイベントを行います。 

 

 

 アロマテラピーやハーブの検定講 

座などの講座を開催。「自然の香り 

に包まれた豊かな暮らしを提案」と 

いうボディートリートメント、フェ 

イシャルなども行っています。 

 

 

 静岡・牧の原にある信頼できる茶 

園・工場から直接仕入れ、安心して 

飲める健康的なお茶を消費者に届け 

ています。新茶は飲むだけでなく、

新茶を入れて炊いたご飯もお薦め。 

 

 

環境にやさしいシャンプーの使 

用、貯湯タンクの設置などの環境

対策を実施し、店の周年記念で

は、エコバックやエコマイ箸等を

差し上げています。 

 

 

地球環境やエコ対策に気を配ってお 

り、お店で販売しているシャンプーやト 

リートメント等は、お客様の地肌にやさ 

しいだけではなく、水質汚染にも配慮し 

た商品を取り扱っています。  

 

 

鹿児島県の産物が並ぶお店。 

お茶工場から出る茶葉廃棄物を利用 

して香を楽しむ、消臭材として利用 

する、肥料にして土に返すなど、資 

源の再利用を行っています。  

 

 

お米の味を活かして焼いたパ 

ンは、添加物はほとんど使わず 

保存料も使用していません。 

近年アレルギーの人もいるので 

現在、米粉100％のパン作りを 

目指しています。 

TETEアロマテラピーサロン 

サヤマ園茶舗 

「p r i x 」(プリ) 

ヘアーサロン  ロダン 

黒兔 

米魂 

 

 
 洋服をはじめ靴・バック・アク

セサリーがおしゃれに処狭しと並

んでいます。「使えるものは売れ

るように、そして使えるように」

がモットーです。 

 

 

 両店とも商店街の中にあり、他のお店で 

断られた靴や鞄も丁寧に修理してくれるリ 

ペア店です。地元のお客様はもちろんのこ 

と、ネット注文で全国から修理の依頼がた 

くさん届きます。 

 

 

 シミや汚れのせいで“使わなく 

なった”、でも“捨てられない” 

愛着のあるバック・靴・皮製品等  

そんな時はどうぞ、「靴専科」に 

ご相談ください。  

 

 

 ハンバーガー専門店。良いもの 

を提供することで食べ残しが少な 

くなりエコにつながります。パン 

はさっぱり感、甘みを抑え、肉の 

味を邪魔しないよう手作りです。 

 

 

 「必要な時に必要なものを購入していただく、吟味し

ていただく事で製品の良さがわかり、

長く愛用してもらい無駄を少なくす

る」というポリシーで、製品・輸送・

販売まで環境に配慮しています。 

 

  

 和食メニューが人気の「お茶とご 

はん処」。繰り返し使用する箸は竹 

製のものを丁寧に洗い、安心して

使ってもらいたいとの心遣いが、地 

球へのやさしさにもつながります。  

 

 
 スプーンやフォークのほかに、  

エコを心がけ、繰り返し使用でき

るエコ箸も用意してあります。

ベークドチーズケーキは、オー

ナーのイチオシです。 

リサイクルショップ  あい 

チャプリン武蔵小山店・戸越銀座店  

靴専科 戸越銀座店 

フランクリン・アベニュー  

パタゴニア  

木もれび  

CAFE and BAR sweet  
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 様々な生きものは、地球の大きな胎動の中で多様な

変化にさらされながら、培われてきました。地域で育

まれた生きものと生きもののつながりは、様々な変化

に対して、その関係が「変われる力」をもっているこ

とを意味します。 

 「変われる力」を持ったいろいろな種類がいること

を「種の多様性が高い」と言います。 

 今回は、生態系の話しです。 

 地球上にすんでいる動物や植物、微生物といったす

べての生きものは、土や水、大気という環境の中で生

きています。そして、太陽の光のエネルギーを源とし

て、生きものとそれらを取り巻く環境がお互いに関わ

りあいながら、ひとつのまとまった仕組みと働きを形

づくっています。このようなまとまりのことを、生態

系といいます。私たち人間も、生態系を形づくるメン

バーの一員です。 

図１．世界の主なバイオーム 

（WWFネイチャーシリーズ５を一部改変） 

 

  

 この生態系は、世界の生物のまとまりの中にあり、

このまとまりを生物群
せいぶつぐん

系
けい

（バイオーム）と言います。 

 バイオームは植物、動物、土壌生物の集まりを束ね

た大きな分類になります。 

 ツンドラや温帯林、熱帯林、砂漠や海洋などに分け

られ、様々な生態系が作られています。砂漠にも生態

系があります。 

（図１） 

 北海道から沖縄

まで、南北に長い

日本にも北方針広

混交林や落葉広葉

樹林、亜熱帯林な

どがあり、それぞ

れ異なった生態系

があります。 

（図２） 

 この世界中にあ

る生態系も様々な

環境の変化に対応

して耐えていく

「変われる力」を

持っています。 

この生態系の多様

性があるから私た

ちは、生きていけ

るのです。      図2．日本列島の森林分布 

（WWFネイチャーシリーズ５を一部改変） 

    

  草刈秀紀氏 

 （「野生生物と社会」学会フォーラム誌編集委員） 

生物多様性って 何? 
生態系の多様性とは 

 

 
 ＬＥＤ照明も使っていますが、食品

の色が変わらないということで、ルー

ブル美術館でも採用されている日本製

のものを使っています。 優しいひかり

の中で雰囲気をかもし出しています。 

 

 

 小さなお店の中はオーナーセレクトの新 

品の洋服や、色のきれいなブランド物の古 

着、靴アクセサリー、バッグ、スワトウの 

ハンカチや小さな鬢止めからメンズお洋服 

まで、なんでも揃います。  

 

 
もとは建具の作業場だったところを改 

造してはじめた店です。工房の中は工具 

や作業中の板材、なつかしい足踏み型の 

ミシン、端材で作った波乗りヨットなど

夢がぎっしりつまっています。 

 

 

 シャンデリアのある広間にはレ 

ザーのソファが置かれ、小振りの 

ガラステーブルから冷蔵庫、洗濯 

機、衣類などの日用品まで格安で 

購入できます。 

スパゲティハウス オリーブ  ハレルヤ工房   

used accessories deco gigi(ジジ)  DOPELAND 

冊子「しながわの地球にやさしいお店」（品川区都市環境事業部環境課平成23年6月30日発行）に掲

載されたお店に対し、本紙への掲載についてお伺いし、ご了解が得られたお店を改めて取材しました。 



 

  日時／2月8日(土)14時～16時 

    対象／一般 場所／品川歴史館 

江戸時代は無駄の少ない、環境に 

やさしい暮らしをしていました。 

仏像造りにも様々な工夫が凝らさ 

れていました。   

  日時／2月9日(日)14時～16時 

    対象／小学生と保護者 

浴槽のお湯に入れると溶けて炭酸 

ガスを発生させる入浴剤です。香 

りや溶ける際のシュワットいう音 

も楽しむことができます。（花は装飾）     

  日時／2月23日(日)14時～16時 

  対象／4年生以下の小学生 

            と保護者 

被災地の緑の復興を応援する活 

動「どんぐりプロジェクト」に 

参加します。 

  日時／3月9日(日)14時～16時 

   対象／小学生 

家庭内にある物質の性質を調べた 

り、実験をすることから、新たな楽し 

い発見ができます。 
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本紙は古紙を配合した用紙で作成しています 

こんな講座を開催しました（平成25年10～11月） 

●外来生物と自然環境の脅威について学ぼう 

（一般）10月6日  

外来生物から自然を守る事が必要です。そのために

様々な法律等がつくられていますが、私たちに出来る

ことを学びました。 

●学研教材とペットボトルで水の竜巻を作ろう 

（小学生と保護者）10月13日 

使い終えたペットボトルを使って「水の竜巻」作り

や、水面に浮く1円玉の実験、魚つりゲームを行い、な

ぜそうなるかを学びました。  

●世界の巨木を訪ねて知る自然の神秘 

（一般）10月26日 

世界30カ国、約2,500カ所の巨木の取材から、世界の巨

木や自然環境について、写真と動画での講義でした。 

 

 

 日時／3月21日(祝),22日(土),23日(日)   

     各回とも14時～16時 

 対象／小学生  
地球はどうして暖まるのか、その影響は、ど

うしたら防ぐことができるのか。実験や工作

を通して学びます。  

        
        

●どんぐりカレンダーを作ろう 

（小学生と保護者）11月10日 

どんぐりに月、曜日、日にちを書き、間伐材を使った

パネルにどんぐりを繰り返し使える接着剤で張り付

けました。 

●ＬＥＤの灯籠（とうろう）作り 

（一般）11月16日 

ＬＥＤ照明の選び方や取り付けの際の注意を聞いた

後、段ボールと画用紙を使ってＬＥＤの灯籠を作りま

した。   

●富士山の大自然を守ろう （一般）11月24日 

「美しい富士山の環境と自然を守る」をテーマに、富

士山を撮り続けている写真家が撮影した美しい写真を

披露していただきました。 

春のこども環境講座 

気象予報士から学ぼう～ストップ地球温暖化 

江戸時代の仏像～エコに徹した仏像づくり 

講座の名称はいずれも仮称 

開催場所は環境情報活動センター 

（「江戸時代の仏像」を除く） 

応募方法等については「広報しながわ」、 

品川区環境情報活動センターのホーム 

ページにて後日掲載します。 

どんぐりの種まきと苗作り～被災地での植樹につなげよう 

せっけんや重そうなど身近にあるもので実験をしよう  エコ素材で香り豊かな入浴剤を作ろう 

 日時／3月11日(火)14時～16時 

 対象／一般 

サギ草、ベニチガヤ等、植物の魅力、特徴、育成を解説していた

だき、実際に寄せ植えします。 （花の種類は予定です） 

園芸講座     春の寄せ植え 
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２０１３年度 Vol.４ 

 種まきから苗の植え付けまでを行い、 

あとは自宅での作業となります。 

期日／4月27日(日) 募集／3月11日から         

講師／丸山 均        <一例>→ 

     （しながわ区民公園管理事務所長） 

間伐材を使ってこまを作り、手作りの 

喜びと不思議な現象に感動します 。 

期日／5月18日(日) 募集／4月21日から 

講師／門倉 誠（アズビル㈱教育担当） 

 小笠原諸島は、一度も大陸とつながっ 

たことがない島「海洋島」で、代表的な 

ものにガラパゴス諸島があります。 

期日／6月8日(日) 募集／5月11日から 

講師／倉田智子 

  （環境省環境カウンセラー） 

 のこぎりを使って木（間伐材）を切る  

作業や、積み木の積み立てを競うゲーム 

をします。積み木はお持ち帰り頂きます。 

期日／6月15日(日) 募集／5月11日から 

講師／佐々木重孝 

  （㈱樹楽製作所ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾏﾈｼﾞｬｰ） 

 LEDの省エネ効果、取り換えるタイミング、 

より効果的なLED照明の使い方を学びます。 

期日／6月29日(日) 募集／5月21日から 

講師／小宮章利（AK・LEDﾗｲﾃｨﾝｸﾞ･ｵﾌｨｽ代表） 

石油や再生可能エネルギーを利用して電 

気はどのようにして作られているかや、そ 

の働きを知ります。夏休みの自由研究の参 

考にもなります。   

期日／7月6日(日) 募集／6月11日から 

講師／奥村 実（再生可能エネルギー推進協会理事） 

コラージュ入門! 簡単なデザインアート 

のお話の後、雑誌の切抜きなどを使い、 

オリジナルマグカップを作ります。 

期日／7月13日(日) 募集／6月11日から 

講師／大野有紀子（リサイクルアート作家） 

 桔梗と風知草を苔玉に植え替 

えて、オリジナルのオブジェを 

作ります。植物の魅力、特徴、

育成について解説し、実際に寄 

せ植えをします。 

日時／5月27日(火)13時半～15時半 

募集／4月21日から 

講師／角方悦子（秋草会会員）  

        園芸講座     春の寄せ植え（中学生以上） 

講座の名称、期日（時間：園芸講座以外は、14:00～

16:00）、内容などはいずれも予定です。 

応募方法等については「広報しながわ」や品川区環境

情報活動センターのホームページに掲載します。 

●今年こそ緑のカーテンを作ろう 

（中学生以上） 

 

●普及が進むＬＥＤ照明（中学生以上） 

 

 環境学習講座のご案内（春～夏） 

●いろんな色が見えてくる！？ 

エコで不思議な独楽（こま）作り 

（小学生と保護者） 

●小笠原諸島の自然（中学生以上） 

●間伐材を使った体験学習 

（小学生と保護者） 

●新エネルギーと風力発電機作り 

（小学生と保護者） 

●コラージュで飾る♫ 

保温･保冷マグカップ作り（中学生以上） 

ペットボトル 
を使った風車 
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しながわ環境大賞 

緑化大賞 

しながわ環境大賞は今年度で８回目を迎え、区内で

環境保全に関する優れた活動をしている団体を顕彰

し、その活動を広く区民に紹介することを目的とした

もので、今年は3団体が環境大賞を、6団体が環境賞を

受賞しました。 

  

 

 

 

 

 

「みどりの顕彰制度」は今年度で15回目を迎えます。

地域の環境や景観の向上に資するような、優れた緑化

を行った方々を顕彰し、区民の緑化に対する意識の向

上を図るために設けられた制度で、今年は緑化大賞、

緑化賞各１物件でした。 

しながわ環境大賞受賞団体の活動をご紹介します 

しながわ環境大賞授賞式･みどりの顕彰式しながわ環境大賞授賞式･みどりの顕彰式しながわ環境大賞授賞式･みどりの顕彰式   

●小野学園女子中学･高等学校 

大井町自然再生観察園 
（都会における自然環境の復元） 

 平成20年から大井 

 町自然再生観察園 

 でホタルが自生で 

 きる環境づくりに 

 取り組み、多様な 

生物が生息する山里 

環境を目 

指して活 

動してい 

ます。 

ソニー株式会社 株式会社明電舎「自然観察会の共同実施」、ダウ･ケミカル日本株式会社「環境保全活

動から導く社会貢献」、もでらーと「しながわっ子＆うえだっ子ふれあいキャンプ」、品川区立大井倉

田保育園「保育園と家庭で育てたい、環境を大切にする心の芽生え」、品川区立西五反田保育園「もっ

たいないをなくそう！にしごランド！」、品川区立荏原第六中学校「ハートウォーミング六中」 

環境賞 

平成2６年2月1５日(土) スクエア荏原 １階ひらつかホール 

■プラウド大井ゼームス坂 

 野村不動産株式会社(事業者) 

 株式会社安藤･間一級建築事務所(設計者) 

 株式会社日建ハウジングシステム(設計者) 

 プラウド大井ゼームス坂管理組合(管理者) 

  多様な樹種と大きめの高木を効果 

  的に配置し、屋上やバルコニーも 

  多く緑化され、居住者及び周辺住 

  民からも緑が目に付くよう整備す 

  るなどの工夫が見られます。 

緑化大賞受賞団体の活動をご紹介します 

●目黒川みんなのイルミネーション  

 実行委員会 

目黒川みんなのイルミネーション 
 平成23年からJR大崎･五 

 反田駅間の1.5kmをLED電 

 球でイルミネーション装 

 飾を行い、街のにぎわい 

 を演出している活動で、 

その電源に地域の家庭、飲 

食店、品川資源 

センターの協力 

で集めた使用済 

食用油を活用し 

ています。 

●大井一丁目鎧町寿会 

花いっぱい活動 
 平成18年から高 

 齢者クラブの会員 

 により四季折々の 

 草花を植え、近隣 

 住民とコミュニ 

 ケーションを取り

ながら緑豊かな住みよい街づくり 

を行って 

います。 

 

 東急ウェリナ旗の台 

 東京急行電鉄株式会社（事業者） 

 株式会社INA新建築研究所（設計者） 

 

有限会社松鹿設計製作所（設計者） 

東急ウェルネス株式会社（管理者）          

緑化賞 
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自然からの恵みとはどんなことでしょうか？ 

 法律の条文では「人々は生物の多様性のもたらす恵

沢を享受している」と書かれています。いきものを育

む自然からの恩恵を受けていることを表しています。 

 私たちが住む、地球の環境とそれを支える自然は、

人々を含む様々な命の織りなす長い歴史の中で、つく

られてきたかけがえのないものなのです。 

 自然は、人をはじめとして生けとし生けるものの母

胎であり、厳粛で微妙な法則を持ちつつ調和をたもつ

ものなのです。 

 そして、自然は私たちの暮らしに必要な食料や水の

供給、気候の安定化など、維持された生物の多様性の

基盤とされる生態系から得られる恵みによって支えら

れています。この恵みを「生態系サービス」と呼んで

います。 

 近年、生物多様性や生態系

サービスなどの「自然」の恵

みから得られる価値が明らか

になってきました。 

人々が直接的または間接的に

利用することで得られる「利

用価値」と利用することな

く、その自然を守ることで生

まれる「非利用価値」に分け

ることができます。利用価値

には、衣食住に重要な「直接

的利用価値」、自然を親しむ、 

または洪水を抑制するなどの 

 

「間接的利用価値」、遺伝資源から得られるものとし

ての「オプション価値」があります。非利用価値に

は、自然遺産地域のエコツアーなどで学ぶなどの「遺

産価値」があります。 

そして最後に「存在 

価値」があります。 

 自然は、それ自体 

に大きな価値があり、

将来にわたって保全 

すべきものなのです。 

 私たちは、将来の 

世代の人々が未来永 

劫、自然の恵みが受 

けられるように、自 

然の大切さを「伝承」 

して行かなければな 

りません。 

 

 

 「しながわ環境大賞」を受賞された小野学園の小

澤先生に、大井町自然再生観察園についてご紹介を

していただきました。 

 現在（2月中旬）の大井町自然再生観察園は、多

くの木々が葉を落とし、春の訪れを待っている様子

です。1月下旬～2月上旬にかけては、ふきのとうが

芽を出し、春を感じることができます。 

まだまだ寒い日が続きます

が、植物の方も春にむけて

準備をしているようです。 

小川では、ゲンジボタルの

えさとなるカワニナを見る

ことができます。ホタルの

幼虫は、川底などに隠れて   

  

 しまい見つけることは難しいですが、今年も6月  

 に羽化し成虫になることを楽しみに、日々観察・ 

 管理活動などを小野学園女子中学・高等学校の生 

 態環境調査委員（中学生）と行っています。 

 暖かくなりましたら、ぜひ足を運んでいただけれ  

 ばと思います。 

 開園時間は毎週木曜日13時～16時30分です。      

 

昨年6月のホタルの飛翔の様子(左)と春の様子(右) 

    

   小野学園女子中学･高等学校 小澤良水先生 

 
大井町自然再生観察園  

生物多様性って何？ 
自然からの恵み 

オプション価値 遺産価値 存在価値 

自分自身も将来世代も利

用することはないかもし

れないが、生態系や野生

生物などが存在している

ことそれ自体の価値 

自分自身では利用し

ないが、将来世代の

ために残すべきと考

える生物多様性･生態

系サービスの価値 

熱帯林の遺伝資源な

どのように、現在は

利用していないが、

将来的に利用するこ

とで得られる価値 

森林の水源涵養機能や国

土保全機能、レクレー

ション機能などのよう

に、間接的に利用するこ

とで得られる価値 

食料や飲料水、木

材、医薬品･化粧品

などのように、直

接利用することで

得られる価値 

直接的利用価値 間接的利用価値 

非利用価値 利用価値 

自然の価値 

自然の価値が高い屋久島 
http://www.biodic.go.jp/

biodiversity/activity/policy/

valuation/pu_d12.  

 ※参考「生物多様性の経済学」 馬奈木俊介、地球環境戦略研究機関 編者 

出典：http://www.biodic.go.jp/biodiversity/activity/policy/valuation/shuhou.html 
 

       草刈秀紀様 (「野生生物と社会」学会フォーラム誌編集委員) 



 

Page 4 

しながわECOだより2013年度Vol.4 

発行：品川区都市環境事業部環境課 

編集：特定非営利活動法人 

   エコタウンしながわ 

発行日：平成26年3月13日 

住所：〒140-8715  

   品川区広町2-１-36 

   品川区環境情報活動センター内 

TEL/FAX：03-5742-6533 

E-mail：center@shinagawa-eco.jp 

HP：http://shinagawa-eco.jp/ 
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平成25年度はこんな講座を開催しました 

開催月日 テーマ 対象 

4/28,29 さき布から「ぞうり」を作ろう 一般   

5/6 牛乳パックで作る「紙トンボ」と「びっくり箱」   小学生 

5/12 今年こそ緑のカーテンを作りましょう 一般   

5/19 私にも始められる育エネ・省エネ生活 一般   

6/16 知って得するＬＥＤ照明を使ってみよう 一般   

6/23 手回し発電機での発電実験と簡易モーター作り    小学生 

6/30 夏休みに向けて「自然に親しむ」達人になろう   小学生 

7/7 新エネルギーの現状と今後 一般   

7/14 牛乳パックとペットボトルを使って不思議な噴水を作ろう   小学生 

夏休み 

 こども環境講座 

生きもの博士になろう①②③（7月21,28,29日）   小学生 

キッチンからはじめるエコロジー①②③（8月7,8,9日)   小学生 

8/11 間伐材を使って楽しい工作をしよう   小学生 

8/23 段ボールおもしろ教室～子ども用のイスを作ろう   小学生 

9/8 台風と地球温暖化 一般   

10/6 外来生物と自然環境の脅威について学ぼう 一般   

10/13 学研教材とペットボトルで水の竜巻を作ろう   小学生 

10/26 世界の巨木を訪ねて知る自然の神秘 一般   

11/10 どんぐりカレンダーを作ろう   小学生 

11/16 LEDの灯籠（とうろう）作り 一般   

11/24 富士山の大自然を守ろう 一般   

12/1 びよよ～ん！ゴムのおもしろ実験   小学生 

12/8 端切れ布で作るクリスマスリース 一般   

12/13 お正月の寄せ植え＜園芸講座＞ 一般   

（H26年）2/9 エコ素材で香り豊かな入浴剤を作ろう  小学生  

2/19 江戸時代の仏像～エコに徹した仏像づくり 一般   

2/23 どんぐりの種まきと苗作り～被災地での植樹につなげよう～   小学生 

3/9 せっけんと重そうなど身近にあるもので実験をしよう   小学生 

3/11 春の寄せ植え＜園芸講座＞ 一般   

春の        (*) 

 こども環境講座 
気象予報士から学ぶ気象と環境①②③（3月21,22,23日)   小学生 

環境情報活動センターでは、「環境」をテーマとした楽しい講座を30日以上開催しています。 

みなさまのご参加をお待ちしています。 

(*)3月11日現在   

  開催予定 


